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～復興灯明祭～
　平成30年3月12日、長野県北部地震から7
年が経ち、森宮野原駅前において「復興灯明祭」
が開催されました。会場では「3・12」、「栄村」
の文字と、これからの未来に向かって走るとい
う想いが込められたSLの雪像が造られ、地元
の子どもたちによって、復興への想いが込めら
れた光が灯されました。
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平
成
30
年
度 

施
政
方
針

村
長  

森
川 

浩
市

　

平
成
30
年
度
の
村
政
運
営
に
取
り
組

む
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
併
せ
て

主
要
施
策
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
当
初
予
算
規
模
は
、

一
般
会
計
37
億
1
千
万
円
、
対
前
年
度

比
1
億
5
0
0
0
万
円
（
4
·
2
％
）

の
増
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
計

は
、
平
成
29
年
度
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
栄
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託

し
、
10
会
計
と
な
り
、
ま
た
、
平
成
30

年
度
国
保
（
事
業
勘
定
）
会
計
の
主
務

事
業
が
、
国
保
制
度
改
正
に
よ
り
県
一

本
化
に
集
約
さ
れ
、
村
で
の
事
業
取
扱

が
縮
小
さ
れ
た
の
で
、
10
会
計
で
合
計

12
億
4
5
4
2
万
円
余
、
対
前
年
度
比

4
3
9
万
2
千
円
（
0
·
4
％
）
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
第
16
代
栄
村
長
に
就
任

し
2
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

第
1
期
4
年
の
折
り
返
し
年
の
予
算
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
年
3
月

に
策
定
し
た
、
栄
村
の
将
来
像
の
指
針

と
な
る
「
栄
村
総
合
振
興
計
画
」
に
お

い
て
、
テ
ー
マ
「
知
恵
と
和
で
築
く
日

本
一
安
心
で
き
る
村
」【
3
つ
の
目
標
】

「（
1
）
村
民
と
行
政
が
「
や
る
気
と
根

気
と
元
気
」
を
も
ち
、
共
に
考
え
進
む

活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

（
2
）
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
必

要
な
生
活
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

（
3
）
豊
か
な
自
然
と
大
い
な
る
歴
史
的

遺
産
、
そ
し
て
先
人
た
ち
の
育
ん
で
き

た
英
知
を
資
源
と
し
て
、
村
の
魅
力
を

発
信
し
ま
す
。」
を
掲
げ
、
そ
れ
に
合
っ

た
実
施
計
画
を
組
み
、
事
業
展
開
を
行

う
予
算
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
下
げ
止

ま
る
こ
と
な
く
人
口
減
少
が
進
み
、
村

の
就
労
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

子
育
て
世
代
の
皆
様
が
住
み
た
い
と
思

う
村
づ
く
り
や
、
子
ど
も
を
こ
こ
で
産

み
育
て
た
い
と
思
う
村
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
、
村
民
の
強
い
想
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
総
合
振
興
計
画
を
見

据
え
な
が
ら
、
村
政
の
運
営
課
題
と
し

て
次
の
重
点
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

【
重
点
施
策
】

■
消
防
防
災
関
連
へ
の
取
組
に
つ
い
て

　

本
村
は
7
年
前
、
震
度
6
強
の
長

野
県
北
部
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
震
災
被

災
地
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
村
が
他
に
誇

れ
る
防
災
対
策
を
講
じ
て
な
け
れ
ば
、

震
災
復
旧
・
復
興
に
応
援
を
い
た
だ
い

た
皆
様
に
顔
向
け
す
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
安
心
、
安
全
な
村
づ
く
り
に
向

け
て
消
防
団
員
の
活
動
し
や
す
い
環
境

を
整
備
し
、
村
民
の
防
災
に
対
す
る
関

心
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
総
合
防
災
訓

練
を
引
き
続
き
実
施
し
、
防
災
情
報

を
よ
り
確
実
に
伝
達
で
き
る
無
線
公
衆

L
A
N
及
び
J
ア
ラ
ー
ト
の
環
境
整
備

を
更
新
す
る
と
と
も
に
災
害
発
生
時
の

各
地
域
と
の
連
携
や
協
力
体
制
を
確
実

な
も
の
と
し
、
長
期
保
存
食
等
の
整
備

や
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

災
害
応
急
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
野
々
海
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
等
）
の
見
直
し
を
含
め
、
総

合
的
な
整
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
ま

た
、
暴
力
団
、
詐
欺
集
団
及
び
過
激
派

組
織
等
の
村
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
対
策
を

村
民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
警
察
等

の
協
力
を
得
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

■
起
業
・
企
業
誘
致
と
雇
用
、
若
者
移

住
定
住
対
策
関
連
へ
の
取
組
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
対
し
助
成
を
行

い
、
栄
村
の
環
境
を
積
極
的
に
P
R
し
、

併
せ
て
移
住
・
定
住
の
住
宅
確
保
等
の

生
活
環
境
整
備
や
移
住
相
談
対
応
の
窓

口
を
庁
舎
内
に
開
設
し
、「
東
京
栄
村
会
」

等
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、

東
京
「
銀
座
N
A
G
A
N
O
し
あ
わ
せ

信
州
シ
ェ
ア
ベ
ー
ス
」
に
て
P
R
活
動

を
行
い
な
が
ら
村
へ
の
I
／
U
タ
ー
ン

者
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

若
者
移
住
定
住
対
策
と
し
て
、
共
働

き
世
帯
に
安
心
し
て
保
育
園
及
び
学
童

事
業
が
利
用
で
き
る
「
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
」
を
推
進
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
て
い
け
る
よ
う
、
保
育
料

減
額
や
お
祝
い
金
制
度
、
通
学
助
成
、

保
育
園
内
の
環
境
充
実
、
学
童
事
業
推

進
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
等
に
よ
る

相
談
事
業
、
学
校
内
環
境
整
備
等
の
子

育
て
支
援
等
を
図
る
と
と
も
に
子
育
て

等
の
安
心
事
業
と
し
て
、
産
後
ケ
ア
及

び
加
配
等
に
向
け
た
通
園
等
支
援
事
業

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

■
高
齢
化
の
進
展
へ
の
取
組
に
つ
い
て

　

通
所
・
訪
問
介
護
、
訪
問
医
療
、
日

常
生
活
支
援
、
除
雪
救
助
等
の
対
策
充
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実
に
向
け
て
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

場
所
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療
・
福
祉
等
の

事
業
を
充
実
さ
せ
、
介
護
行
政
に
お
い

て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
職
員
体

制
を
整
備
し
、
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
施
設
を
改
修
す
る
と
と
も
に
、

自
立
支
援
対
策
を
講
じ
、
ま
た
、
介
護

指
導
も
受
け
や
す
い
施
設
整
備
を
行
い

ま
す
。

■
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

振
興
へ
の
取
組
に
つ
い
て

　

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
で
一
層
の

機
械
化
を
図
り
、
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
た
農
業
振
興
策
で
施
設
・

機
械
へ
の
助
成
を
引
き
続
き
行
う
と
と

も
に
農
業
委
員
会
と
連
携
し
、
荒
廃
農

地
防
止
策
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
平
成

30
年
産
米
か
ら
国
の
生
産
数
量
目
標
の

配
分
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
野
県

で
は
生
産
数
量
目
安
値
が
提
示
さ
れ
ま

し
た
。
本
村
で
は
、
価
格
の
安
定
の
た

め
米
の
需
要
調
整
を
継
続
的
に
取
り
組

む
事
と
し
、
引
き
続
き
「
ふ
る
さ
と
納

税
」
農
業
支
援
目
的
寄
附
事
業
等
と
併

せ
て
作
付
け
意
欲
が
生
ま
れ
る
よ
う
農

家
の
所
得
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

林
業
と
野
生
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を

絡
め
て
の
新
規
事
業
と
し
て
、
村
有
林

内
の
伐
期
を
過
ぎ
た
ス
ギ
を
伐
採
し
、

そ
の
跡
地
に
ミ
ズ
ナ
ラ
や
ブ
ナ
等
、
実

の
な
る
広
葉
樹
を
植
栽
し
、
野
生
鳥
獣

を
高
い
山
の
村
有
林
に
誘
導
す
る
対
策

事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。
野
生
鳥
獣
と

の
共
存
共
栄
を
図
る
対
策
で
あ
る
と
と

も
に
荒
廃
林
地
の
解
消
に
も
役
立
つ
事

業
と
考
え
て
い
ま
す
。
成
林
し
た
暁
に

は
、
広
葉
樹
材
と
し
て
薪
ス
ト
ー
ブ
等

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用
す
る

考
え
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
村
内
農
作
物
は
「
物
産
館
・

道
の
駅
や
農
産
物
販
売
所
」
等
に
全
量

出
荷
販
売
し
、
委
託
栽
培
化
へ
と
事
業

展
開
で
き
る
よ
う
職
員
体
制
を
整
え
ま

す
。
ま
た
、
特
産
品
商
品
開
発
委
託
の

加
工
品
開
発
も
進
め
ら
れ
る
よ
う
特
産

加
工
セ
ン
タ
ー
の
設
備
を
整
備
し
、
職

員
体
制
も
整
え
ま
す
。

　

近
年
、
国
道
1
1
7
号
の
通
行
量
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
物
産
館
ま
た
た

び
駐
車
場
に
お
客
様
を
迎
え
入
れ
る
た

め
、
厨
房
や
食
堂
改
修
等
の
施
設
整
備

を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
現
在
の
大
型
バ

ス
3
台
分
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
を
大
型

バ
ス
4
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
増
や
し
ま
す
。

ま
た
、
大
型
案
内
看
板
を
設
置
し
て
森

宮
野
原
駅
ま
で
の
お
客
様
に
足
を
運
ん

で
も
ら
う
計
画
で
す
。

■
生
活
基
盤
の
整
備
へ
の
取
組
に
つ
い

て

  

村
道
は
延
長
が
約
3
5
3
㎞
あ
り
、

計
画
的
に
改
良
工
事
等
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
除
雪
路
線
は
約
67
㎞
に
及
び
ま

す
が
、
冬
期
間
の
安
心
で
き
る
村
民
生

活
の
た
め
除
雪
機
械
の
更
新
及
び
施
設

建
設
、
道
路
拡
幅
工
事
等
を
進
め
、
国

及
び
県
の
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、
さ

ら
な
る
要
望
活
動
を
続
け
る
所
存
で
す
。

■
商
工
及
び
観
光
振
興
へ
の
取
組
に
つ

い
て

　

起
業
・
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創

出
を
図
る
事
業
助
成
と
、
企
業
へ
の
支

援
助
成
に
よ
り
活
力
あ
る
事
業
所
育
成
、

そ
し
て
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
発
行

を
補
助
し
、
村
内
事
業
者
の
活
力
増
強

と
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

山
岳
観
光
の
目
玉
で
あ
る
「
苗
場
山

ヒ
ュ
ッ
テ
」
は
年
間
（
5
ヵ
月
）
に
約

6
0
0
0
人
が
利
用
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
施
設
老
朽
化
及
び
安
全
対
策
の
修

繕
工
事
を
当
年
度
、
総
合
的
に
実
施
し
、

利
用
者
増
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
国
有

地
（
環
境
省
）
に
は
国
の
補
助
事
業
を

要
望
し
、
苗
場
山
登
山
道
の
ぬ
か
る
み

対
策
等
の
整
備
を
順
次
進
め
る
方
向
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

林
道
秋
山
線
法
面
改
良
等
工
事
を
早
々

に
進
め
、
観
光
道
路
と
し
て
の
活
用
を

進
め
ま
す
。

■
医
療
及
び
医
師
を
中
心
と
し
た
取
組

に
つ
い
て

　

現
医
師
が
本
年
度
を
も
っ
て
退
職
に

あ
た
り
、
新
年
度
は
新
た
な
医
師
に
よ

る
栄
村
診
療
所
を
運
営
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
新
し
い
医
師
を
中
心
に
し
た
取

組
は
、
村
診
療
所
を
核
と
し
、
医
師
を

リ
ー
ダ
ー
に
看
護
師
、
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
（
栄
養
士
）、
社
会
福
祉
協
議
会

等
と
に
お
い
て
、
在
宅
医
療
・
在
宅
介

護
等
を
充
実
さ
せ
、
自
宅
に
い
て
安
心

で
き
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
体
制
を
整

備
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

■
村
民
の
健
康
管
理
等
へ
の
取
組
に
つ

い
て

　

村
民
の
皆
様
が
自
分
ら
し
い
生
活
を

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
幼
少
期
か
ら

健
康
的
な
生
活
を
安
定
的
に
過
ご
し
、

健
全
な
食
生
活
と
生
活
習
慣
を
実
践
し

て
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
近
年
問
題

と
な
っ
て
い
る
生
活
習
慣
病
等
へ
の
対

策
と
し
て
村
民
皆
さ
ん
に
食
育
事
業
を

行
い
、
村
民
一
人
一
人
が
主
体
的
に
健
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康
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、
医
師
、

看
護
師
、
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
（
栄

養
士
）
ら
が
一
体
と
な
っ
て
対
応
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
今
冬
期
の
J
R
運
行
は
降
雪
に

よ
る
不
通
や
運
行
休
止
等
が
頻
発
し
ま

し
た
。
村
内
に
は
生
死
に
関
わ
る
人
工

透
析
患
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
自
宅
か

ら
病
院
ま
で
往
復
路
を
送
迎
す
る
事
業

の
取
り
組
み
を
行
う
計
画
で
す
。

■
教
育
振
興
へ
の
取
組
に
つ
い
て

　

児
童
生
徒
は
集
団
の
中
で
、
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
思
考
力
や
表
現
力
、
判
断

力
、
問
題
解
決
能
力
等
を
育
み
、
学
力

や
社
会
性
等
を
身
に
つ
け
育
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
学
校
施
設
に
お
い
て
は
、

災
害
時
に
は
避
難
場
所
の
施
設
等
様
々

な
機
能
を
有
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

ト
イ
レ
や
冷
暖
房
等
の
施
設
整
備
は
継

続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
平
成
29
年
度
よ
り
教

育
委
員
会
事
務
局
に
「
栄
村
村
史
編
纂

室
」
を
設
け
て
、
栄
村
史
の
編
纂
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
水
内
・
堺

編
纂
後
60
年
の
過
去
の
歴
史
を
30
名
か

ら
の
各
分
野
の
専
門
者
か
ら
執
筆
作
業

に
取
り
か
か
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

監
修
に
は
、
県
立
歴
史
館
の
笹
本
館
長

に
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
約
5
年
計
画
で
執
筆
作
業
を
終

わ
ら
せ
、
そ
の
後
、
発
刊
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
津
南
町
と
連
携
の
「
苗
場
山

麓
ジ
オ
パ
ー
ク
振
興
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

栄
村
の
歴
史
や
暮
ら
し
の
文
化
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
、
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

未
来
に
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
願
い
平

成
29
年
度
か
ら
教
育
行
政
へ
移
管
し
ま

し
た
。
な
お
、
平
成
30
年
度
が
再
申
請

の
年
で
あ
り
ま
す
。
津
南
町
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
秋
山
地
域
の
交
通
対
策
へ
の
取
組
に

つ
い
て

　

秋
山
地
域
の
住
民
の
足
で
あ
り
、
ま

た
、
観
光
客
の
利
用
に
も
繋
が
る
「
公

共
交
通
対
策
」
は
、
現
状
の
運
行
体
系

「
定
時
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
の
両
面

を
活
用
し
、
運
行
い
た
し
ま
す
。
秋
山

地
域
内
の
巡
回
バ
ス
も
計
画
に
含
め
、

津
南
町
と
の
共
同
運
行
バ
ス
体
制
を
担

当
課
間
で
協
議
を
し
て
お
り
、
年
内
に

今
後
の
安
定
し
た
公
共
交
通
網
を
提
示
、

整
備
い
た
し
ま
す
。

　

秋
山
郷
観
光
シ
ャ
ト
ル
便
や
巡
回
バ

ス
利
用
の
お
客
様
を
中
心
と
し
た
飯
山

駅
か
ら
切
明
温
泉
ま
で
の
「
高
原
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
」
は
、
引
き
続
き
運
行
を
試

み
ま
す
。
ま
た
、
秋
に
向
け
て
「
高
原

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」
を
切
明
温
泉
か
ら
津

南
町
等
経
由
、
国
道
1
1
7
号
か
ら
飯

山
駅
に
戻
る
コ
ー
ス
開
設
を
試
み
ま
す
。

循
環
型
観
光
バ
ス
運
行
を
行
い
、
観
光

誘
客
者
を
秋
山
地
区
に
招
き
入
れ
る
対

策
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
秋
に
向
け

て
五
宝
木
経
由
北
野
天
満
宮
コ
ー
ス
も

本
年
度
に
開
設
研
究
し
、
ト
イ
レ
を
含

ん
だ
休
憩
所
を
整
備
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

4
温
泉
宿
泊
施
設
及
び
ス
キ
ー
場
の

営
業
管
理
等
を
総
合
的
に
見
直
す
時
期

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
営
業
等
の
方
向

性
を
考
え
る
た
め
の
平
成
29
年
度
「
観

光
あ
り
方
研
究
委
員
会
」
を
設
置
し
研

究
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
中
間
報

告
を
平
成
30
年
9
月
に
い
た
だ
く
計
画

で
す
。

■
役
場
職
員
の
「
人
材
育
成
」
を
目
的

と
し
た
職
員
研
修
に
つ
い
て

　

今
後
も
「
森
重
副
村
長
」
を
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
引
き
続
き
計
画
的
に
取
り
組

む
計
画
で
す
。
人
口
の
減
少
、
少
子
高

齢
化
社
会
を
見
据
え
て
、
栄
村
に
合
っ

た
村
独
自
の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
た

め
に
、
職
員
自
ら
の
努
力
を
お
願
い
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て

　

総
合
的
に
、
村
の
将
来
展
望
に
向
け

て
の
課
題
ト
ッ
プ
は
、「
少
子
高
齢
化
」

と
考
え
ま
す
。
冒
頭
で
も
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、
本
年
度
を
初
年
度
と
し
て
10

年
間
の
栄
村
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想

は
、
基
本
計
画
兼
復
興
計
画
と
共
に
、

「
知
恵
と
和
で
築
く
日
本
一
安
心
で
き
る

村
」
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、「
何
の
た
め
に
」

そ
れ
を
す
る
の
か
、
原
点
を
見
失
わ
な

い
平
成
30
年
度
当
初
予
算
を
積
み
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
イ
デ
ィ
ア
を

生
か
し
、
村
民
の
皆
様
が
納
得
で
き
る

事
業
実
施
計
画
の
予
算
計
上
と
な
る
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
平
成
30

年
度
も
中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
計
画
的
な
財
政
運
営
に

努
め
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
構
築
に

引
き
続
き
、
全
力
で
村
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
は
、
我
々
す
べ
て
の
大
人
の
願

い
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
都
会
に
生

ま
れ
よ
う
が
、
山
村
の
雪
国
に
生
ま
れ

よ
う
が
、
良
質
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
責
務

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
子
ど
も
た

ち
に
は
、
複
雑
で
多
様
化
す
る
現
実
社

会
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
自
信
を
持
っ

て
自
分
の
未
来
を
創
造
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
栄
村
教
育

委
員
会
は
、
引
き
続
き
、
地
方
自
治
の

本
旨
に
沿
っ
て
、
教
育
行
政
の
政
治
的

中
立
性
・
継
続
性
・
安
定
性
を
旨
と
し

な
が
ら
、
一
般
行
政
と
の
調
和
と
連
携

を
深
め
て
、
栄
村
の
教
育
行
政
を
推
進

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

安
定
し
た
豊
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
教
育
関
係
職
員
の
資
質
の
向

上
と
人
員
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
に
は
、
教
職
員
の
長
時
間

勤
務
の
実
態
に
も
、
真
摯
に
対
処
す
る

こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
教
師
が

背
負
う
事
の
で
き
る
荷
物
の
整
理
も
必

要
で
す
。
教
職
員
が
自
分
の
専
門
性
を

発
揮
で
き
る
教
育
環
境
で
あ
る
こ
と
が

肝
心
で
す
。
教
員
以
外
の
人
材
を
活
用

す
る
こ
と
や
校
内
業
務
の
改
善
を
進
め

な
が
ら
、
安
定
し
た
確
か
な
学
校
運
営

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
教
育
の
土
台
に
は
、
教
師
と

し
て
の
清
廉
さ
、
潔
癖
性
、
教
育
へ
の

情
熱
等
々
と
い
っ
た
、
根
幹
部
分
の
自

覚
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
皆
様
方
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学

校
の
教
育
力
、
確
か
な
学
校
体
制
を
い

か
に
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
、

そ
の
た
め
の
教
育
へ
の
投
資
を
ど
こ
ま

で
で
き
る
か
、
明
快
な
答
え
は
見
つ
か

り
ま
せ
ん
が
、
世
相
に
翻
弄
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
冷
静
に
、
栄
村
教
育
の
あ
る

べ
き
姿
を
展
望
し
て
い
く
こ
と
が
、
教

育
委
員
会
に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
平
成
30
年
度
の
教
育
施

策
に
つ
い
て
、
主
な
項
目
に
つ
い
て
、
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
と
、
栄
小
学
校
の
児
童
数

は
秋
山
分
校
を
含
め
て
、
本
年
度
48
名
、

栄
中
学
校
の
生
徒
数
は
24
名
と
児
童
生

徒
全
体
で
72
名
の
予
定
で
す
。
一
ク
ラ

ス
平
均
8
名
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

県
内
で
も
、
栄
村
の
よ
う
な
山
間
地
域

の
子
供
た
ち
の
減
少
は
著
し
く
、
平
成

29
年
度
に
お
い
て
、
単
級
で
10
人
以
下

の
学
級
が
あ
る
学
校
は
県
下
に
70
校
を

数
え
、
県
全
体
の
19
％
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
小
規
模
校
で

あ
る
こ
と
の
利
点
を
生
か
し
た
、
全
県

を
リ
ー
ド
で
き
る
よ
う
な
教
育
課
程
の

新
た
な
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
栄
小
学
校
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
校
と
し
て
、
新
た
な
学
び
へ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
県
教
委
と
一
緒
に
な
っ

て
進
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
専

属
教
員
の
配
置
を
受
け
、
近
隣
市
町
村

と
も
協
力
し
な
が
ら
異
年
齢
集
団
で
の

学
習
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
て
、
小
規

模
校
に
お
け
る
学
習
ス
タ
イ
ル
を
探
求

し
て
い
き
ま
す
。
少
人
数
で
あ
る
こ
と

の
教
育
環
境
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、

地
域
の
特
殊
性
を
生
か
し
た
先
端
的
な

学
び
を
目
指
し
ま
す
。

　

次
に
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、

本
年
度
か
ら
移
行
期
間
と
な
り
ま
す
。

中
で
も
、
今
回
の
改
訂
に
よ
り
、
平
成

32
年
度
か
ら
、
小
学
校
3
・
4
年
生
で

年
間
35
時
間
の
外
国
語
活
動
、
5
・
6

年
生
で
は
年
間
70
時
間
の
外
国
語
授
業

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
高

学
年
の
外
国
語
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
教

科
の
増
設
と
な
り
、
指
導
体
制
を
ど
う

す
る
か
、
時
間
数
を
ど
う
確
保
す
る
か
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
度
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
新
た
な
Ａ

Ｌ
Ｔ
を
招
致
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
課
題

へ
の
対
応
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
30
・
31
年
度
は
移
行
期
間
で
は
あ

り
ま
す
が
32
年
度
の
完
全
実
施
に
児
童

が
外
国
語
の
授
業
を
、
ス
ム
ー
ズ
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
本
年
度
か
ら
の

先
行
実
施
を
目
指
す
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

　

前
段
で
申
し
あ
げ
た
と
お
り
、
児
童

生
徒
の
数
は
大
変
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

こ
う
し
た
少
人
数
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

一
人
一
人
の
可
能
性
を
見
出
し
、
伸
ば

し
て
い
く
教
育
活
動
に
力
を
注
い
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
小
中
学
校
間
の
枠
を
超
え
た
教
職

員
の
連
携
し
た
教
育
活
動
を
本
年
度
も

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
就

学
前
の
子
供
た
ち
の
あ
り
方
、
保
育
園

に
つ
い
て
、
本
年
度
か
ら
研
究
を
進
め
、

平
成
31
年
度
か
ら
は
、
こ
の
部
分
も
教
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育
委
員
会
事
務
局
で
所
管
す
る
方
向
で

準
備
を
進
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
児
童
福
祉
の
関
係
、
子
育
て

支
援
等
々
も
含
め
、
保
育
行
政
と
の
つ

な
が
り
の
中
で
、
栄
村
役
場
の
組
織
体

系
が
変
わ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

関
係
部
局
と
の
丁
寧
な
調
整
の
下
で
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

栄
中
学
校
は
平
成
11
年
度
か
ら
、
取

り
組
ん
で
き
た
全
校
合
唱
を
基
軸
と
し
た
、

安
定
感
の
あ
る
学
校
運
営
を
本
年
度
も

継
続
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
人
数

は
少
な
く
て
も
、
各
コ
ン
ク
ー
ル
や
大

会
に
臨
む
生
徒
た
ち
に
は
栄
中
生
と
し

て
の
誇
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
今
後
は

さ
ら
に
学
力
を
高
め
、
自
己
肯
定
感
を

高
め
て
、
自
分
の
将
来
に
向
け
て
の
力

強
さ
み
た
い
な
も
の
を
見
せ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
国
庫
補
助
事
業

（
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業
）
と

し
て
、
栄
小
学
校
の
全
ト
イ
レ
の
洋
式

化
と
普
通
教
室
、
特
別
教
室
の
空
調
（
冷

房
）
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
栄
中
学

校
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
耐
震
化
工
事

と
合
わ
せ
て
、
ト
イ
レ
を
洋
式
化
し
、

ま
た
空
調
設
備
も
併
せ
て
進
め
て
き
ま

し
た
。
本
年
の
工
事
完
成
に
よ
っ
て
、

栄
中
学
校
、
栄
小
学
校
と
も
洋
式
ト
イ

レ
・
空
調
設
備
は
ほ
ぼ
1
0
0
%
と
な

り
ま
す
。
子
ど
も
達
の
学
校
生
活
に
で

き
る
だ
け
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ま
た
絶
対
に
事
故
を
起
こ
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
工
事
を
進
め
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
は
、
個
人
の
生
き
が
い
や

教
養
、
趣
味
等
の
自
己
に
対
す
る
教
育

で
あ
り
、
相
互
に
学
び
あ
う
教
育
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
基

本
は
、
自
主
性
に
基
づ
く
学
習
で
あ
り
、

自
由
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
そ
の
行
動
が
新
た
な
価
値
観
の

創
造
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に

も
つ
な
が
れ
ば
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
自
分
の
個

性
や
能
力
を
発
揮
し
な
が
ら
、
地
域
活

動
へ
の
参
加
、
社
会
貢
献
の
実
践
へ
と

自
主
的
に
臨
め
る
よ
う
な
環
境
を
目
指

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
意
味
か
ら
も
、
生
涯
学
習
と
し
て
展

開
す
る
公
民
館
の
各
種
講
座
や
学
習
会
、

ま
た
自
然
学
校
の
開
催
な
ど
も
、
一
つ
一

つ
の
活
動
に
魂
を
込
め
て
臨
ま
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
栄
村
の
魅
力
、
そ
し
て
、

先
人
の
知
恵
と
技
術
に
学
び
な
が
ら
、
今
、

本
当
の
豊
か
さ
と
か
、
幸
せ
に
つ
い
て
、

考
え
て
み
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
の
意
義
も
、

お
よ
そ
8
千
年
以
前
か
ら
と
も
言
わ
れ
る
、

雪
と
の
暮
ら
し
の
中
か
ら
、
自
然
や
台

地
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ
こ
と
で
、
私
た

ち
が
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
地
で
生
き
て

行
く
こ
と
の
自
信
と
喜
び
を
取
り
戻
す

こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う

の
で
す
。
そ
し
て
子
供
た
ち
が
ジ
オ
パ
ー

ク
を
体
感
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
を
学
び
、

地
域
を
知
る
こ
と
か
ら
、
愛
着
が
生
ま

れ
る
も
の
と
信
じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
壮
大
な
自
然
遺
産
を
守
る
担
い

手
と
し
て
の
意
識
も
持
て
る
よ
う
な
、

ふ
る
さ
と
教
育
を
展
開
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
4
月
か
ら
着
手
し
た
、
村
史
の

編
纂
事
業
は
、
編
纂
の
基
本
計
画
や
編

集
の
方
針
を
定
め
、
ま
た
30
名
か
ら
な

る
執
筆
者
の
陣
容
も
固
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
監
修
者
と
し
て
、

長
野
県
立
歴
史
館
長
の
笹
本
正
冶
氏
に

就
任
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
事
業

の
推
進
を
図
る
し
っ
か
り
と
し
た
体
制

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
編

纂
室
で
は
、
北
野
天
満
宮
の
鰐
口
や
小

赤
沢
の
黒
駒
太
子
像
掛
け
軸
な
ど
、
貴

重
な
歴
史
的
資
料
の
所
在
確
認
や
島
田

氏
古
文
書
の
寄
託
事
務
手
続
な
ど
も
積

極
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
は
、
動
植
物
の
生
態
調

査
や
遺
跡
調
査
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
も
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
関
係

す
る
情
報
の
周
知
に
で
き
る
だ
け
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
を
守
っ
て
き
た
先
人
の
知
恵
と
勇

気
と
実
践
力
を
村
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

学
ぶ
姿
勢
の
下
で
村
史
編
纂
事
業
の
推

進
に
努
め
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

教
育
に
関
わ
る
様
々
な
物
事
も
社
会

の
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
中
身
も

動
き
も
極
め
て
複
雑
で
早
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

世
界
で
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
る
こ
と

に
な
る
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
賢
く
、

美
し
く
、
よ
り
逞
し
く
、
自
分
の
夢
に

挑
戦
が
で
き
る
青
年
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の

課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
引

き
続
き
全
力
で
栄
村
教
育
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

村
議
会
議
員
の
皆
様
、
ま
た
地
域
の
皆

様
方
か
ら
、
一
層
の
ご
指
導
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
て
、
栄
村

教
育
に
臨
む
一
端
を
申
し
上
げ
、
平
成

30
年
度
の
教
育
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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4
月
1
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
栄

村
診
療
所
長
に
佐
々
木
公
一
先
生

が
就
任
さ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
度
栄
村
役
場

人
事
異
動
に
つ
い
て

健
康
支
援
課
兼
住
民
福
祉
課
長

◆
勝
家　

直
樹

《
診
療
所
事
務
長
を
免
除
》

◆
田
川　

秀
和
（
長
野
県
派
遣
職
員
）

《
総
務
課　

企
画
財
政
係
担
当
係
長
》

◆
桑
原　

和
博

《
特
命
対
策
課　

特
命
対
策
係
長
》

◆
斉
藤　

寿

《
健
康
支
援
課　

診
療
所
事
務
長
》

◆
久
保
田　

成
哉

《
総
務
課　

情
報
防
災
係
》

◆
斉
藤　

裕
紀

《
産
業
建
設
課　

建
設
係
》

◆
山
本　

光
輝

《
産
業
建
設
課　

建
設
係
》

◆
山
田　

健
太

《
商
工
観
光
課　

観
光
係
》

◆
阿
部　

佑
哉

《
住
民
福
祉
課　

生
活
福
祉
係
》

◆
南
雲　
一
輝

《
健
康
支
援
課　

介
護
支
援
係
》

◆
久
保
田　
一
樹

《
国
土
交
通
省
（
派
遣
）》

◆
岡　
一
太

《
産
業
建
設
課　

産
業
振
興
係
》

◆
髙
橋　

純

《
総
務
課　

行
政
係
》

◆
宮
尾　

紀
子
（
栄
養
士
・
給
食
調
理
員
）

《
住
民
福
祉
課　

保
育
園
》

◆
倉
田　

広
美
（
臨
時
）

《
教
育
委
員
会　

栄
小
学
校
》

◆
中
沢　

朋
子
（
臨
時
）

《
教
育
委
員
会　

栄
中
学
校
》

◆
坪
内　

大
地
（
臨
時
）

《
産
業
建
設
課　

建
設
係
》

◆
本
村　

光
明

《
国
民
健
康
保
険
栄
村
診
療
所
長
》

◆
岡
田　

雅
美
（
臨
時
）

《
教
育
委
員
会　

栄
小
学
校
》

異 

動 
職 
員

新 

規 

採 

用 

職 

員

退 

職 

職 

員

4月1日より役場の宿直業務が委託になります!!
　村では、役場の宿直業務を平成30年4月1日より民間に委託します。委託業務は次のとお
りですが、今まで職員が行っていたことを民間事業者が代行するだけで、村民の皆さんに支
障が及ぶことはありません。委託は夜間の宿直業務だけで休日の日直業務は引き続き職員が
当たります。
【警備人員】　1名により警戒等業務を行う。
【委託時間】　平日、休日、祝日の17時15分から翌日8時30分まで
【常駐警備】	・職員及び一般来庁者の出入の確認
【受付業務】	・電話等における伝達、伝言等の記録及びこれに伴う必要な処理
	 	 ・庁内地階会議研修室及び文化ホールカギの授受
	 	 ・小中学校体育館のカギの授受
	 	 ・死亡、婚姻届等公文書の受領
	 	 ・湯沢駅広域駐車場カギの受理と貸出及び現金の受領
	 	 ・納付書持参による公金の受領事務
	 	 ・災害、大雨警報発令、その他緊急用務の受信関係者への連絡
	 	 ・書類等の受け入れ及び引き渡し
※大雨警報発令、台風の接近による災害対応については、24時間職員が役場へ在中し、警
戒にあたります。



広 報 さ か え平成30年 4月1日 （8）

　

任
期
満
了
に
伴
う
消
防
団
正
副
団
長

及
び
幹
部
の
改
選
が
行
わ
れ
、
団
長
に

油
科
浩
さ
ん
（
平
滝
）、
副
団
長
に
滝
澤

史
郎
（
森
）
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
30
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
32
年
3
月
31
日
ま
で
の

2
年
間
で
す
。

第
１
分
団
長　

油
科　

幸
史
（
森
）

第
２
分
団
長　

大
庭　

俊
広
（
森
）

第
３
分
団
長　

斎
藤　

信
一
（
切
欠
）

ラ
ッ
パ
長　
　

大
庭　

政
彦
（
箕
作
）

救
護
長　
　
　

桑
原　

隆
幸
（
北
野
）

◆
退
任

　

前
団
長　

斎
藤
眞
吾
さ
ん
（
切
欠
） 

は
平
成
20
年
か
ら
副
団
長
を
6
年
間
、

平
成
26
年
か
ら
は
団
長
を
4
年
間
務
め

ら
れ
、
村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
に
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
平
成

23
年
の
長
野
県
北
部
地
震
の
際
に
は
、

副
団
長
と
し
て
昼
夜
を
問
わ
ず
に
消
防

団
活
動
に
当
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
地
域
の
防
火
・
防

災
活
動
、
消
防
団
の
育
成
強
化
な
ど
の

消
防
業
務
に
励
ん
で
こ
ら
れ
た
栄
村
消

防
団
の
滝
澤
史
郎
さ
ん
が
消
防
庁
長
官

表
彰
の
一
つ
で
あ
る
永
年
勤
続
功
労
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
滝
澤
さ
ん
は
昭

和
59
年
に
栄
村
消
防
団
員
に
入
団
、
以

後
34
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
平
成
30
年
度

か
ら
は
副
団
長
を
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
受
章
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

岳
北
消
防
本
部
栄
分
署
に
新
し
い
高

規
格
救
急
車
が
配
備
さ
れ
、
2
月
26
日

に
関
係
者
に
よ
る
安
全
祈
願
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
救
急
資
器
材
と
し
て
、
最

新
の
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
、
除
細
動
器
、

自
動
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
器
な
ど
を
積

載
し
、
救
急
出
動
に
備
え
ま
す
。
ま
た
、

車
体
周
囲
に
反
射
材
や
L
E
D
作
業
灯

を
採
用
す
る
こ
と
で
、
夜
間
に
お
け
る

他
車
両
か
ら
の
視
認
性
の
確
保
及
び
現

場
活
動
に
お
け
る
安
全
面
の
向
上
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
栄
分
署
で
は
、
平
成

20
年
10
月
か
ら
高
規
格
救
急
車
を
導
入

し
て
き
ま
し
た
が
、
車
両
が
新
車
と
な

る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。

　

ま
た
、
岳
北
消
防
本
部
の
通
信
指
令

台
が
3
月
に
更
新
さ
れ
、
秋
山
地
区
か

ら
の
1
1
9
番
通
報
は
十
日
町
地
域
消

防
本
部
へ
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
3

月
27
日
（
火
）
か
ら
本
来
の
管
轄
で
あ

る
岳
北
消
防
本
部
へ
繋
が
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

※
通
信
体
系
は
変
わ
り
ま
す
が
、
秋
山

地
区
へ
の
救
急
車
は
、
今
ま
で
ど
お

り
十
日
町
消
防
署
南
分
署
か
ら
出
動

し
ま
す
。

高
規
格
救
急
車
が

　
　
栄
分
署
に
配
備

消
防
庁
長
官
表
彰
を

滝
澤
史
郎
氏
が
受
章

期間：平成30年4月14日（土）～20日（金）成 年

平成30年度  春の火災予防運動を実施します。

　春は空気の乾燥に加え、枯れ葉、ボヤ等が多く、田んぼの法面などで草を焼く方もいるため、野火・山火事が発生
しやすい時期になります。
　野火・山火事の原因のほとんどは人の過失、故意によるものです。一人ひとりが責任をもって失火を防ぐことを心
がけましょう。また、私有地であってもゴミ等を燃やすことは禁止されていますので、地域・家族で声をかけ合い、火災
予防に努めましょう。

　栄村消防団では4月14日（土）午前8時から村内で火災予防パレードを実施します。また、期間中は午前7時と
午後7時に火災予防のサイレンを鳴らしますので、ご理解をお願いします。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆　消　防　団　か　ら　お　知　ら　せ　◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

消
防
団
人
事
に
つ
い
て

油科団長滝澤副団長
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4
月
は
就
職
や
進
学
、
転
勤
、
転
入

出
の
多
い
時
期
で
す
。
就
職
や
退
職
、

転
入
出
な
ど
で
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た

場
合
は
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

◇
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

（
国
保
へ
加
入
）

　
持
ち
物
：
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
な
ど
）、
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

証
明
書
（
資
格
喪
失
証
明
書
）、
印
か
ん

（
※
１　

国
保
税
を
口
座
振
替
す
る
場

合
は
金
融
機
関
の
通
帳
、
通
帳
印
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

（
※
２　

解
雇
・
倒
産
等
の
非
自
発
的

失
業
者
の
方
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
発

行
さ
れ
る
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

◇
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き

（
国
保
を
や
め
る
）

　

持
ち
物
：
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
な
ど
）、
国
保
の
保
険
証
、
職
場
の

健
康
保
険
の
保
険
証
（
又
は
加
入
を
証

明
す
る
も
の
）・
印
か
ん

※
加
入
の
手
続
が
遅
れ
る
と
・
・
・

　

国
保
の
被
保
険
者
に
な
っ
た
時
点
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
健
康
保
険
に

加
入
し
な
い
と
、
医
療
機
関
を
受
診
し

た
と
き
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

※
や
め
る
手
続
が
遅
れ
る
と
・
・
・

　

国
保
資
格
が
無
く
な
っ
て
か
ら
国
保

の
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関
を
受
診

し
た
場
合
、
国
保
が
負
担
し
た
分
（
医

療
費
の
７
～
８
割
）
を
全
額
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
他
の
保
険
税
（
料
）

と
二
重
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
４

　

就
職
や
退
職
、
村
内
外
の
転
入
出
な

ど
で
国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
左
表
の
事
例
を
参
考
に
、

忘
れ
ず
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
国
民
年
金
の
種
類

⑴
第
１
号
被
保
険
者　

自
営
業
、
学
生
、

フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
の
方

⑵
第
２
号
被
保
険
者　

会
社
員
、
公
務

員
な
ど
の
方

⑶
第
３
号
被
保
険
者　

第
２
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

　

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
平
成

29
年
度
中
の
住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況

を
公
表
し
ま
す
。

◇
機
関
の
名
称

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

◇
請
求
事
由

　

自
衛
官
及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

◇
閲
覧
年
月
日　

　

平
成
30
年
2
月
1
日

◇
閲
覧
内
容

　

生
年
月
日
が
平
成
12
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
13
年
4
月
1
日
ま
で
の
男
女

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

戸
籍
住
民
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
４

　

犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
1
年
に
1
度

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
う
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
左
記
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
飼
い
主
の

皆
さ
ん
は
、
予
定
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
犬
を
新
た
に
飼
わ
れ
た
方
は
登

録
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
役
場

住
民
福
祉
課
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

狂
犬
病
は
発
症
す
る
と
致
死
率

1
0
0
％
近
い
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

飼
い
主
様
の
責
任
問
題
に
も
及
ぶ
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
予
防
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
程

・
一
次　

4
月
24
日
（
火
）
8
時
半
～

　

村
内
各
集
落
※
秋
山
地
区
を
除
く

・
二
次　

5
月
27
日
（
日
）
8
時
半
～

　

役
場
、
秋
山
地
区

◇
注
射
手
数
料　
5
5
0
円

【
問
合
せ
先
】

　

住
民
福
祉
課　

生
活
福
祉
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
４

住
民
基
本
台
帳
閲
覧

状
況
の
公
表

国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険（
国
保
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射
に

つ
い
て

事　例 手続きの内容

栄村に
転入した

第１号被保険者の方は、原則手続は不要です。
第２号、第３号被保険者の方は、本人又は配偶
者の勤務先で手続きしてください。

栄村から
転出した

第１号被保険者の方は、転出先の市区町村で手続
きをしてください。（年金手帳をご持参ください）

村内で
転居

第１号被保険者の方は住所異動届を届出してく
ださい。国民年金の手続きは不要です。

会社を
退職した

国民年金加入の手続きをお願いします。（年金手
帳、離職日の確認できるものをご持参ください）

会社に
就職した

勤務先で厚生年金や共済組合の加入手続きをし
ますので、役場での手続きは不要です。

届出が必要な事例
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介
護
保
険
料
は
、
介
護
給
付
費
に
合

わ
せ
て
、
3
年
に
一
度
改
正
さ
れ
ま
す
。

年
々
、
介
護
給
付
費
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の

介
護
保
険
料
基
準
月
額
は
、
5
，2
0
0

円
か
ら
5
，5
0
0
円
に
改
正
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
険
料
は
、
世
帯
や
ご
本
人
の
収
入

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
す
。
平
成
30
年

度
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
所
得
に
よ
っ
て
下

記
の
と
お
り
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
。

　

ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

決
定
さ
れ
た
保
険
料
は
、
年
金
か
ら

の
引
落
（
特
別
徴
収
）
ま
た
は
、
直
接

納
付
ま
た
は
口
座
引
落
（
普
通
徴
収
）

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
、
健
康
支
援
課
介
護

支
援
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

健
康
支
援
課　

介
護
支
援
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
３
０
１

介
護
保
険
料
改
正
に
よ
る

保
険
料
額
に
つ
い
て

所得段階による栄村の保険料額（平成30年度から32年度）

段　階 対　象　者 負担率 年間保険料
（月額保険料）

所  
得  

段  

階  

区  

分

第1段階

住
民
非
課
税
世
帯

生活保護受給者、世帯全員住
民税非課税かつ本人年金収入
等80万円以下の方

基準額×0.5 33,000
（2,750）

第2段階
世帯全員住民税非課税かつ本
人年金収入等 80 万円超 120
万以下の方

基準額×0.75 49,500
（4,125）

第3段階 世帯全員住民税非課税かつ本
人年金収入等120万円超の方 基準額×0.8 52,800

（4,400）

第4段階

住
民
課
税
世
帯

本人住民税非課税かつ本人年
金収入80万円以下の方 基準額×0.9 59,400

（4,950）

第5段階 本人住民税非課税かつ本人年
金収入80万円超の方 基準額 66,000

（5,500）

第6段階 本人が住民税課税で、合計所
得金額120万円未満の方 基準額×1.3 85,800

（7,150）

第7段階
本人が住民税課税で、合計所
得金額120万円以上190万円
未満の方

基準額×1.5 99,000
（8,250）

第8段階
本人が住民税課税で、合計所
得金額190万円以上290万円
未満の方

基準額×1.7 112,200
（9,350）

第9段階 本人が住民税課税で、合計所
得金額290万円以上の方 基準額×1.9 125,400

（10,450）
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平
成
30
年
3
月
17
日
（
土
）
に
行
わ

れ
た
「
さ
か
え
雪
ん
子
ま
つ
り
」
に
お

い
て
、
栄
村
、（
一
財
）
栄
村
振
興
公
社
、

栄
村
秋
山
郷
観
光
協
会
の
公
認
に
よ
る

栄
村
観
光
大
使
の
承
認
が
訪
れ
た
来
場

者
に
よ
り
拍
手
で
行
わ
れ
、
見
事
信
州

プ
ロ
レ
ス
リ
ン
グ
が
任
命
さ
れ
、
代
表

の
グ
レ
ー
ト
☆
無
茶
さ
ん
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
村
の
魅
力
を
発
信
し
、
観
光

む
ら
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　

特
命
対
策
課
で
は
、
3
月
17
日
に
開

催
さ
れ
た
「
さ
か
え
雪
ん
子
ま
つ
り
」

で
昨
年
に
引
き
続
き
、「
雪
室
（
ゆ
き
む

ろ
）」
に
関
す
る
紹
介
ブ
ー
ス
を
出
展
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
震
災
後
の
復
興
支

援
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
え
え
じ
ゃ
ん

栄
村
」
で
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
松
本

大
学
の
学
生
と
協
働
で
出
展
し
ま
し
た
。

雪
室
珈
琲
の
試
飲
や
、
雪
室
熟
成
の
じ
ゃ

が
い
も
、
人
参
、
梨
等
を
振
舞
い
ま
し
た
。

雪
の
中
で
熟
成
さ
せ
る
事
に
よ
り
、
食

品
が
甘
く
な
り
、
ま
ろ
や
か
に
な
る
と

い
う
事
で
、
食
品
に
付
加
価
値
が
つ
け

ら
れ
る
可
能
性
や
雪
の
前
向
き
な
利
用

を
来
場
者
へ
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
今
後
も

村
内
で
の
雪
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

左
記
表
の
と
お
り
警
察
官
採
用
試
験

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

飯
山
警
察
署　

総
務
課

　

☎
０
２
６
９
-６
２
-０
１
１
０

　

水
内
駐
在
所

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-２
０
０
３

　

堺
駐
在
所

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-２
７
２
７

〈
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部
〉

◇
概　

要　

　

装
備
品
等
の
研
究
開
発
、
維
持
整
備

に
関
す
る
業
務
又
は
気
象
、
安
全
保
障

に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
幹
部
自
衛

官
を
採
用
す
る
制
度

◇
資　

格

　

大
卒
以
上
の
者
で
、
応
募
資
格
に
定

め
ら
れ
た
学
部
・
専
攻
学
科
等
を
卒
業

後
、
2
年
以
上
の
業
務
経
験
の
あ
る
者

◇
受　

付　

　

4
月
20
日
（
金
）
～
5
月
25
日
（
金
）

◇
試
験
日　

6
月
25
日
（
月
）

〈
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹
〉

◇
概　

要　

　

海
上
自
衛
隊
及
び
航
空
自
衛
隊
で
必

要
と
す
る
国
家
資
格
免
許
で
、
取
得
が

難
し
い
免
許
や
、
保
有
者
が
少
な
い
免

許
に
つ
い
て
、
即
戦
力
と
な
る
人
材
を

採
用
す
る
制
度

◇
資　

格

　
20
歳
以
上
の
者
で
国
家
免
許
資
格
取
得
者
等

◇
受　

付　

　

4
月
20
日
（
金
）
～
5
月
25
日
（
金
）

◇
試
験
日　

6
月
22
日
（
金
）

【
問
合
せ
先
】

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

長
野
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
６
-２
３
５
-６
０
２

栄
村
ふ
る
さ
と
観
光

大
使
が
就
任

平
成
30
年
度 

長
野
県

警
察
官
採
用
試
験
案
内

▲認定式の様子

▲栄村ふるさと観光大使
委嘱状及び承諾書

「
雪
む
ろ
特
命
館
」出
展
！

自
衛
官
募
集
の
お
知
ら
せ

▶
雪
む
ろ
特
命
館
の

様
子

試験名称 長野県警察官採用試験（B） 長野県警察官採用試験（A）
試験区分 男性 女性 男性 女性
採用予定年月日 原則として平成30年10月1日 原則として平成31年4月1日
採用予定数 30人程度 5人程度 65人程度 5人程度

受験資格

昭和 58 年 4月2日から平成
12年 4月1日までに生まれた
人。ただし、学校教育法に
よる大学（短期大学を除く。）
を卒業した人又は卒業見込
みの人を除く。（平成 30 年
10月採用に応じられる人）
※4 年制大卒以外の人

昭和58年 4月2日以降に生まれ
た人で、学校教育法による大学

（短期大学を除く。）を卒業した
人又は平成31年3月までに卒業
見込みの人

公告 2月27日（火）
受付期間 3月22日（木）～4月17日（火）
第1次試験 5月13日（日）
試験地 長野市、松本市 長野市、松本市、東京都、愛知県
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村
で
は
、
雪
に
負
け
な
い
克
雪
の
村

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
住
宅
の
融
雪
・

落
雪
型
屋
根
へ
の
改
修
な
ど
の
費
用
に

対
し
、
無
利
子
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
融
資
額

　

上
限　

3
0
0
万
円

◇
返
済
の
方
法

1
年
据
え
置
き
後
、
毎
年
2
回
（
9
月
・

3
月
）、
10
年
間
で
20
回
の
分
割
で
返
済

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
受
付
期
間　

・
4
月
23
日
（
月
）
～
5
月
11
日
（
金
）

（
融
資
の
決
定
は
5
月
下
旬
の
予
定
）

※
8
月
下
旬
に
秋
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

案
内
チ
ラ
シ
・
申
込
書
類
は
役
場
窓

口
、
秋
山
支
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

企
画
財
政
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
２

　

長
野
県
で
は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在

長
野
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自

動
車
（
軽
自
動
車
を
除
く
）
の
所
有
者

の
方
へ
、
5
月
上
旬
に
自
動
車
税
納
税

通
知
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
税
事
務
所

の
窓
口
に
加
え
、
ペ
イ
ジ
ー
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

転
居
等
で
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
お
早
目
に
総

合
県
税
事
務
所
北
信
事
務
所
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持

ち
の
方
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す

の
で
、
5
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
合
県
税
事
務
所
北
信
事
務
所

　

☎
０
２
６
９
-２
３
-０
２
０
４

　

交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
を
救
済
す

る
た
め
に
、
皆
さ
ん
と
東
北
信
地
域
の

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
助
け
合
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
の
が
『
東
北
信
地
域

交
通
災
害
共
済
』
で
す
。

　

栄
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
栄
村
で
は
中
学
生
以
下
の
皆
さ

ん
と
75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

掛
金
を
公
費
負
担
し
て
加
入
し
て
い
ま
す
。

◇
申
込
方
法

　

4
月
中
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
加
入

申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
記
入
の
う
え
、
掛
金
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
掛
金

　

1
人　

4
0
0
円
（
年
額
）

（
中
学
生
以
下
と
75
歳
以
上
の
方
は

　

公
費
負
担
に
よ
り
加
入
し
ま
す
）

※
平
成
29
年
度
に
交
通
事
故
に
遭
わ
れ

た
方
で
、
ま
だ
見
舞
金
の
請
求
を
し

て
い
な
い
方
は
、
総
務
課
情
報
防
災

係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

総
務
課　

情
報
防
災
係

　

☎
０
２
６
９
-８
７
-３
１
１
２

克
雪
資
金
融
資
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
自
動
車
税
の

納
期
限
は
5
月
31
日（
木
）で
す

交
通
災
害
共
済
の

　
加
入
申
込
に
つ
い
て

期間：平成30年4月6日（金）～平成30年4月15日（日）成 年 金 成 年

春の全国交通安全運動が実施されます

◇「思いやり」をもって、子どもと高齢者を交通事故から守りましょう。
◇交通死亡事故79件中、30件が歩行者(被害)事故です。
◇平成29年中に発生した事故で、シートベルト非着用者の致死率は着用者の約7倍！
　すべての座席のシートベルト、チャイルドシートの正しい着用を徹底しましょう。
◇飲酒運転は重大事故の原因となり、被害者の人生を奪う悪質で危険な「犯罪」です！
　職場・地域・家族、みんなが協力して、飲酒運転「しない」「させない」を徹底しましょう。

スローガン　～思いやり　乗せて信濃路　咲く笑顔～
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昨
年
の
6
月
、
桑
原
章
家
（
志
久
見
）

の
古
文
書
を
編
纂
室
で
お
預
か
り
し
ま

し
た
。
桑
原
家
の
古
文
書
は
、
昭
和
39

年
に
発
行
さ
れ
た
栄
村
史
堺
編
の
編
纂

で
活
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
50
年

も
の
間
ご
自
宅
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。

　

最
も
古
い
の
は
「
慶
安
四
年
」
の
年

号
が
書
か
れ
て
い
る
文
書
で
す
。
西
暦

で
１
６
５
１
年
で
す
か
ら
、
も
う
３
７
０

年
ほ
ど
前
の
も
の
で
す
。
内
容
は
飯
山

藩
が
志
久
見
村
へ
年
貢
を
割
り
付
け
た

と
き
の
も
の
で
す
。
村
の
土
地
台
帳
で

あ
る
検
地
帳
も
古
い
も
の
が
あ
り
ま
す
し
、

山
や
堰
の
争
い
に
関
す
る
も
の
、
浅
間

山
噴
火
の
被
害
届
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
内

容
の
文
書
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
2
月
、
半
藤
源
太
郎
家
（
白

鳥
）
の
古
文
書
を
お
預
か
り
し
ま
し
た
。

ま
だ
整
理
が
済
ん
で
は
い
ま
せ
ん
が
、

白
鳥
村
の
江
戸
時
代
の
よ
う
す
が
わ
か

る
文
書
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
め
ず

ら
し
い
も
の
で
は
、
江
戸
時
代
の
終
わ

り
ご
ろ
に
品
川
沖
の
お
台
場
づ
く
り
に
、

白
鳥
村
の
石
積
み
職
人
が
雇
わ
れ
た
こ

と
を
記
し
た
文
書
が
あ
り
ま
す
。
外
国

船
を
大
砲
で
打
ち
払
う
た
め
に
お
台
場

が
造
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
で
も
そ
の
痕

跡
は
残
っ
て
い
ま
す
。

　

古
文
書
は
1
点
ず
つ
袋
に
入
れ
、
さ

ら
に
専
用
の
古
文
書
箱
に
収
納
し
て
い

ま
す
。
目
録
を
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、

見
た
い
文
書
は
す
ぐ
に
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
当
面
、
編
纂
室
で
保
管

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
に
な
り
た
い

方
は
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
◇

村
史
編
纂
室
か
ら
⑫
◇
◇

順
調
に
進
む
古
文
書
の
整
理

▲白熱した試合が繰り広げられました。

　

3
月
2
日
に
上
郷
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に

県
境
綱
引
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

栄
村
と
津
南
町
で
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
、
県
境
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
い

こ
う
と
、
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
津
南
町
チ
ー
ム
と
栄
村
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
可
愛
ら
し
い
小
学
1
年
生
か

ら
力
自
慢
の
大
人
が
入
り
ま
じ
り
白
熱
し

た
ゲ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
津
南

町
に
勝
利
の
女
神
が
微
笑
み
、
今
年
こ
そ

勝
ち
た
い
栄
村
は
リ
ベ
ン
ジ
に
闘
志
を
燃

や
し
ま
し
た
。
お
互
い
譲
ら
ず
、
ま
さ
に

手
に
汗
握
る
試
合
展
開
と
な
り
、
応
援
に

も
熱
が
入
り
、
旗
を
振
る
手
と
声
援
が
ど

ん
ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
最
後
の
踏
ん
張
り
で
綱
を
引
き
寄
せ

た
栄
村
が
見
事
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
生

放
送
さ
れ
た
の
で
、
テ
レ
ビ
の
前
で
応
援

さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
最
後
は
、
全
員
笑
顔
で
記
念
撮
影

し
、
お
互
い
の
健
闘
を
称
え
あ
い
ま
し
た
。

県
境
綱
引
き

▲村史編纂室で古文書整理
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れ
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
、
ア
ス
パ
ラ
と
か

ズ
ッ
キ
ー
ニ
に
で
も
変
え
て
み
よ
う
か
ね
え
」

と
言
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
を

長
く
持
た
せ
る
に
は
定
期
的
に
専
門
家
に
見

て
も
ら
っ
た
方
が
良
い
で
す
し
、
栽
培
農
家

が
増
え
て
、
あ
る
作
物
が
安
く
な
っ
て
き
た

ら
、
違
う
作
物
を
試
し
て
み
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

　

な
ん
で
も
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分

た
ち
で
見
直
し
、
考
え
続
け
た
り
、
他
人
に

も
見
て
も
ら
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
必
要
だ

と
い
う
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再
認
定
審
査
で
す

が
、
今
、
栄
村
に
足
り
な
い
の
は
ジ
オ
パ
ー

ク
へ
の
理
解
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー

ク
と
は
何
か
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
知
恵
を
村
に

生
か
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
村
の
魅

力
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
、
ジ
オ
パ
ー

ク
の
考
え
方
や
や
り
方
を
活
か
せ
る
と
こ
ろ

は
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
日
々
考
え

続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

　

今
年
は
も
っ
と
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
説
明
会
を
開
い
た
り
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
ジ
オ
要
素
を
ち
ょ
っ
と
入
れ
る

な
ど
、
触
れ
る
機
会
を
増
や
せ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
無
事
に
再
認
定
の
ハ
ン
コ
を
押

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
皆
で
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。（
文
責　

越
智
）

　
「
ジ
オ
パ
ー
ク
を
目
指
す
地
域
は
、
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
ジ
オ

パ
ー
ク
と
し
て
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
や
り

方
で
住
民
、
行
政
、
研
究
者
な
ど
の
関
係
者

が
、
と
も
に
考
え
続
け
て
い
る
か
。
ま
た
そ

の
た
め
に
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
を
変
え
る
覚

悟
が
あ
る
か
」

　
こ
れ
は
、
日
本
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を

し
て
い
る
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
」
が
、

そ
の
認
定
審
査
の
時
に
基
準
と
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

　

今
年
は
栄
村
と
津
南
町
が
ジ
オ
パ
ー
ク
の

認
定
を
受
け
て
か
ら
4
年
目
。
再
認
定
審
査

の
年
で
す
。

　

再
認
定
審
査
？
そ
ん
な
も
の
あ
る
の
か
、

と
お
思
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
あ
る
の
で
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
は
認
定
を
受
け
て
、
4
年
ご
と

に
再
認
定
審
査
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

先
の
基
準
に
も
あ
っ
た
通
り
、
ジ
オ
パ
ー

ク
は
そ
の
地
域
が
そ
の
地
域
と
し
て
続
い
て

い
く
た
め
（
持
続
可
能
な
地
域
社
会
）
の
取

り
組
み
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
定
期
的
な
見

直
し
や
、
様
々
な
状
況
の
変
化
に
対
す
る
対

応
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

判
り
や
す
く
言
う
と
「
ト
ラ
ク
タ
ー
、
買
っ

て
10
年
も
た
つ
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
車
屋
に
見
て

も
ら
う
か
」「
最
近
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト
が
売

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信（
35
）

う
か
。
集
ま
る
理
由
は
何
で
も
い
い
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
手
芸
で
も
、
料
理
で
も
体
操
で
も
。

「
皆
で
会
っ
て
手
を
動
か
し
て
話
を
す
る
」
た
っ

た
一
時
間
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん
が
得
る

情
報
量
や
体
験
、
思
考
の
動
き
な
ど
気
持
ち

の
活
性
化
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
お
こ
し
は
協
力
隊
に
限
ら
ず
一
人
で
で

き
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
み
ん
な

で
話
を
し
た
り
外
の
人
と
関
わ
っ
た
り
と
い
っ

た
人
々
の
繋
が
り
が
大
切
で
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
日

常
と
な
り
地
域
そ
の
も
の
が
開
い
て
い
く
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
も
秋
山
地

区
に
着
任
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
無
事
一
年
が

経
ち
ま
し
た
。
新
年
度
も
張
り
切
っ
て
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
今
後

と
も
お
付
き
合
い
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　　
　
　
　
（
協
力
隊　

杉
森
奈
那
子
）

　

日
差
し
が
温
か
く
な
り
春
の
訪
れ
を
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
雪
が
解
け
て
落
ち

る
滴
に
心
が
う
き
う
き
す
る
日
々
で
す
。
長

い
冬
も
終
わ
り
に
差
し
掛
か
り
ま
し
た
が
そ

の
冬
の
間
の
活
動
を
ご
報
告
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
12
月
と
２
月
に
各
集
落
で
手
芸
お
茶

飲
み
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
羊
毛
を
返
し
の

つ
い
た
専
用
の
針
で
刺
固
め
る
「
ニ
ー
ド
ル

フ
ェ
ル
ト
」
と
い
う
手
芸
で
、
第
一
回
は
「
鏡

餅
」
第
二
回
は
「
お
花
の
ブ
ロ
ー
チ
」
を
作

り
な
が
ら
お
茶
の
み
を
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

作
品
作
り
に
真
剣
！
！
器
用
な
方
ば
か
り
で

個
性
あ
ふ
れ
る
素
敵
な
作
品
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
今
ま
で
簡
単
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
開
催
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
よ
う
に
皆

さ
ん
で
の
開
催
は
初
め
て
で
し
た
が
多
く
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
大
変
賑
や
か
で

楽
し
い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。
日
常
個
々
に

お
茶
の
み
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
皆
で

集
ま
る
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
こ
の
手
芸
会
が
少
し
で
も
秋
山
の
皆

さ
ん
の
集
う
き
っ
か
け
と
な
り
明
る
さ
と
な

れ
ば
何
よ
り
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
冬
の
間

は
ど
う
し
て
も
家
の
中
に
こ
も
り
が
ち
で
そ

れ
ぞ
れ
手
芸
な
ど
も
す
る
と
思
う
の
で
す
が
、

一
人
で
家
の
中
で
黙
々
と
や
る
よ
り
は
時
々
み

ん
な
で
集
ま
っ
て
や
る
方
が
ず
い
ぶ
ん
と
頭

に
も
心
に
も
刺
激
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

秋
山
協
力
隊
通
信
vol.34



保健だより

氏　名 楜澤（くるみさわ）　竜之介
出身地 長野市

地区担当 秋山地区（小赤沢、屋敷、上野原、
和山、五宝木、切明）	

主たる
業務担当 秋山地区デイサービスや健康管理

氏　名 村山　由貴
出身地 津南町

地区担当 箕作・泉平・月岡・小滝
野田沢・大久保・天地

主たる
業務担当

成人保健（健診等）
保健推進員の事務局

氏　名 廣瀬　智佳子
出身地 栄村　雪坪

地区担当 白鳥・平滝・横倉・青倉・森
・塩尻

主たる
業務担当

　母子保健		
→不妊、妊娠中の相談		
→子育て支援（乳児～18歳頃）

氏　名 樋口　祐介	
出身地 栄村　小滝
地区担当 東部地区（雪坪～極野　13地区）

主たる
業務担当

地域包括支援センターの運営	
→介護予防、介護保険サービスなど
精神保健	
→心とからだの相談会、すみれの家
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ご相談等ある際は、こちらまでお電話ください。

☆皆様へ一言メッセージ☆ ☆皆様へ一言メッセージ☆

☆皆様へ一言メッセージ☆ ☆皆様へ一言メッセージ☆

健康増進係
介護支援係（地域包括支援センター）

☎0269-87-3020（直通）
☎0269-87-3301（直通）

～今月は栄村の保健師を紹介します～

何かあったら私たちに
いつでもご相談ください

　母子保健全般を担当していま
す。家庭児童相談員と一緒に、
保育園や小学校にも行ったりし
ています。子育てのどんなお悩
みでも聞きますので、お気軽に
ご相談ください。
　地域の皆さんの健康に微力な
がら応援をさせていただければと思っていますので、
引き続き、よろしくお願いします。

　地域包括支援センターは介護を
はじめ生活全般の総合窓口です。
その中でも皆さんがいつまでも健
康で、元気に過ごしてもらえるよ
う介護予防に取り組んでいます。
　生涯現役をめざして楽しい活動
のお手伝いができればと思ってい
ますので、困ったという相談はもちろんですが、こんな
ことやってみたらどうだ？などの相談も是非どうぞ。

　栄村に来て２年目となりま
した。
　まだまだ覚えることも多い
ですが、一生懸命頑張ります
ので、よろしくお願いします。

　こんにちは。秋山に在住し
ております楜澤竜之介です。
　栄村に来て2年目、少しず
つこちらにも慣れてきました。
　皆様今年度もどうぞよろし
くお願いいたします。
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津 南 町 飯 山 市

木島平村 野沢温泉村
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期間：4月2日（月）～5月6日（日）

【問合せ先】いいやま菜の花まつり実行委員会
　　　　　 （飯山市役所農林課内）
　　　　　 ☎0269-62-3111

【問合せ先】野沢温泉スキー場　☎0269-85-3166

雪国ジオパークフォーラム
2018

Happy Yellow
第35回 いいやま菜の花まつり

　　3月22日、23日に苗場山麓ジオパーク振興協議会の主
催による雪国ジオパークフォーラム2018が開催されました。
22日には日本ジオパーク委員会委員をされている佃栄吉氏
や立教大学教授の舛谷鋭氏をお招きし、専門的な視点で講
演いただきました。また、その後のパネルディスカッショ
ンでは実際にジオパークに日頃から触れているかたがたを
お呼びし、雪国でのジオツーリズムのありかた、いろんな
アクティビティとの連携や可能性について意見が交わされ
ました。

野沢温泉スキー場
まだまだ滑れる！春山サービス期間リフト特別料金

　今年で35回目を迎える北信濃の春を代表するイベント「い
いやま菜の花まつり」が、5月3日～5日の3日間、飯山市瑞
穂の菜の花公園で開催されます。
　黄色は喜びや明るさを表し、気分を盛り上げてくれる、
まさに、幸せの色です。いいやまに春の訪れを知らせるよ
う一斉に咲き誇る黄色い菜の花は、来場する全ての方の幸
せを祝うかのようです。
　今年も菜の花まつりでは、菜の花オリエンテーリングを
はじめ、さまざまなイベントが盛りだくさん。見どころ満
載「信越自然郷」の春に、ご家族・お仲間でぜひお出かけ
ください。

▲パネルディスカッションでは各地の
　雪国ジオパークを紹介

　毎年恒例となった樽滝の落水が、今年も5月8日、神社の
例大祭にあわせて行われます。年に2回（春・秋）だけ放
流することから「幻の滝」と呼ばれますが、近頃では「幸
福（しあわせ）の滝」とも呼ばれ、若者からお年寄りまで
大勢のみなさんが訪れます。
　草木が芽吹く新緑の中を、水しぶきを上げながら岩肌を
激しく流れ
る様子は圧
巻です。
　秋の落水は、
10月下旬に
予定されて
います。

■日　時：10月22日（日）午前８時30分～午後４時
■場　所：木島平村滝見橋（国道403号沿い）

【問合せ先】木島平村観光協会　☎0269（82）2800
※周辺には駐車場がありませんので、係員の指示に従ってください。

名瀑  幻の滝「樽滝」
今年も５月８日に落水！

券　種 通常料金 特別料金

1日券
（ゴンドラ共通）

おとな 4,800円 3,700円

こども 2,200円 1,700円

シニア 3,700円 2,900円

2日券
（ゴンドラ共通）

おとな 9,000円 7,400円

こども 4,200円 3,400円

シニア 7,000円 5,800円

3日券
（ゴンドラ共通）

おとな 13,000円 11,100円

こども 6,000円 5,100円

シニア 10,000円 8,700円

午前券
（ゴンドラ共通）
午後券

（ゴンドラ共通）

おとな 3,700円 2,700円

こども 1,600円 1,200円

シニア 3,000円 2,400円

3日券
（ゴンドラ共通）

おとな 1,700円 1,200円

こども 850円 600円



編集後記

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関

飯 山 市 0 2 103

木 島 平 村 0 0 19

野沢温泉村 0 0 45

栄 村 0 0 8

管 轄 外 等 0 0 0

火の用心　あなたが家族の　消防士

2月火災・救助・救急出動件数

十日町地域消防署
との応援協定による
出動を含みます。

飯山日赤　3
津南病院　3
そ の 他　1
不 搬 送　1

最高気温 9.4℃ 2月28日（水）
最低気温 -8.5℃ 2月14日（水）
平均気温 -0.7℃ 総雨量 112.0㎜

世帯数 839世帯 前月比±0
総人口 1920人 -7

男 929人 -3
女 991人 -4

出生 1

死亡 6

転入 1

転出 3

世帯と人口（2月1日現在） 2月中の異動

栄村の気象（2月）
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月
	

5
日（
木
）	

栄
小
・
栄
中
入
学
式

	

14
日（
土
）	
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド【
村
内　

8
時
】

	

29
日（
日
）	
消
防
観
閲
式

	

11
日（
水
）	

子
育
て
相
談
日【
集
団
検
診
室　

9
時
】

	

17
日（
火
）	

離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室【
集
団
検
診
室
10
時
】

	

26
日（
木
）	

3
歳
児
目
の
健
診(

幼
児
対
象)【
集
団
検
診
室　

15
時
】

	

27
日（
金
）	

乳
児
健
診【
集
団
検
診
室　

13
時
】

4行事
予
定

健
康
ガ
イ
ド

4月の納税等
○固定資産税　○国民健康保険税
○介護保険料　○後期高齢者医療保険料
○村営住宅料　○ケーブルテレビ使用料
○教員住宅使用料　○合併浄化槽使用料
○保育料　　○農業集落排水処理使用料
○簡易水道料　○温泉休憩所使用料
○学童保育料　○雪害救助負担金
納期限は 5月1日（火）です

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

口座振替日
　農協・郵便局	 4月23日（月）
　八十二銀行・県信	 4月25日（水）

　暖かな陽気となり、春の訪れが感じら
れる時期になりましたね。
　春の訪れが待ち遠しいわけですが、そ
れと一緒に必ずついてくるのが花粉です
よね。花粉症の私にとっては、嬉しい気
持ちと悲しい気持ちが交差し、複雑な心
境です。
　皆さんは花粉症対策どうしていますか？
効果的な予防策がありましたら、ぜひ教
えてください。裕
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